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アルコンポーネントシナプスが形成されるかを電気生理学的に検討した。 E. E. Days (腔齢+培養日数) 17をシナ
プス前細胞とした際にシナプス後細胞の分化成熟度に依存してシナプス形成をする事が示された。分化成熟のはやい
段階の神経細胞は機能的な α-amino- 3 -hydroxy -5 -methyl-4 -isoxazolepropionate/Kainate 型受容体
(A/K-R) を発現しているにも関わらず， N-methyl-D-aspartate 型受容体 (NMDA-R) だけのシナプスを









を用いた。この領域はヒヨコの刷り込み現象に関連ある部位と示唆され，長期の記憶を担っていると考えられる o 5 
Hz/300発のシナプス前細胞の刺激とシナプス後細胞の脱分極刺激により長期増強ができた。この長期増強の前後で
シナプス後電流における A/K-R と NMDA-R の寄与する割合を検討したところ， A/K-R と NMDA-R の両
成分が増強されていたが， A/K-R に対して NMDA-R 成分の電流が大きくなっていた。この結果は，少なくと





アルコンポーネントシナプスにより行われている O このシナプスは時間的，薬理学的に非常に異なる特性を持つ 2 つ









アルコンポーネントシナプスが形成されるかを電気生理学的に検討した。 E. E. Days 17 (腔齢+培養日数17 日)を
シナプス前細胞とした際にシナプス後細胞の分化成熟度に依存してシナプス形成が起こる事を示した。その結果，分





した。この長期増強の前後でシナプス後電流における A/K-R と NMDA-R の寄与する割合を検討したところ， A 
/K-R と NMDA-R の両成分が増強されていたが， A/K-R に対する NMDA-R 成分の電流が大きくなってい
ることが分かった。この結果は，少なくとも長期増強に伴い NMDA-R の数， もしくは NMDA-R を多く持つシ
ナプス部位が多くなっていることを示唆している o
以上のように，本論文はシナプスの可塑的変化のメカニズムの研究分野に重要な知見を与えるものであり，学位論
文として価値あるものと認める。
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